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楊　　婦　珪
要　旨
本稿では､日本語形容詞｢軽い｣｢重い｣の装定と述走という2つの構文的機能の違
いを､それぞれ同じ文脈の中で相互転換ができるかどうかを考察することで検討
した｡結果､｢軽い｣は装定として使われ､行為･動作あるいはその意味を表す名詞と
共起して｢あまり負担にならず､本格的でない｣という意味を表す場合には､一般的
に述走としては使われないのに対して､｢重い｣は特に一定の意味的な傾向が見ら
れなかったが､具体的な病気の名前と共起し､｢ひどい｣というノ意味を表す場合､｢感
じ｣や感じに関する名詞と共起し､｢圧迫感がある､肉体的､或いは糖神的に重く感
じる｣という意味を表す場合などには､一般的に述走に転じ得ないことを明らかに
した｡さらに､日本語形容詞｢軽い｣｢重い｣の装走と述走から形容詞の装走と述走の
一般的な特徴を考え､特に日本語形容詞の装定はすべてが限定的修飾というわけ
ではなく､説明的修飾も含んでいることを指摘した｡
1,はじめに
日本語形容詞においては従来､装走と述走という2つの構文的機能が日本語形容詞
の基本的な機能だと指摘されている｡たとえば､八色(2008)では､形容詞が文中でど
のような機能を担っているかという点については､次の2つが基本であることに間違
いはないと述べている｡
1)述語になる
2)規定語になる
筆者はこれまで､日本語の｢軽い｣｢重い｣､中国語の"軽''``重"を中心に､それぞれの語
義的特徴､文法的特徴､含蓄的特徴について考察､記述し､日中対照研究を行ってき
た｡特に文法的特徴について､当該形容詞の装走と述走を分析する際､同じ名詞と共
起する場合であっても､形容詞の構文的機能のあり方が変わると､その形容詞の意味
が変わらない場合もあるが､意味が次第になくなったり､異なったりする場合もある
ということに気づいた｡たとえば､(1)～(3)の例を見てみたい｡
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(1)こうこうとあたりを照らしていた月の光が､近づいてくる夜明けの光でにぶく
なり､軽と二塁のせいで山の斜面がぼんやりしている｡
(2)こうした人たちをもてなすために軽い食事を出しますが､これを｢通夜ぶるま
い｣といいます｡
(3)野球の好きな子が｢プロ野球の選手になりたい｣というのと同じように､ほんの
軽い気持ちで書いたんですが(笑)｡
(I)の中の｢軽い｣は｢物事の程度が低い｣という意味を表しているが､言い換えれ
ば､｢霧が軽い｣の｢軽い｣も同じ意味である｡(2)の｢軽い｣は｢本格的でない｣という意
味を表しているが､言い換えた場合の｢食事が軽い｣は意味的に通じない｡(3)の｢軽い
気持ち｣の中の｢軽い｣は｢あまり心に圧迫感がなく､程度が低い｣という意味を表して
いるが､言い換えて｢気持ちが軽い｣としたとき､｢軽い｣は｢軽快である｣という意味に
なる｡
では､なぜ､同じ文脈であり､また､同じ名詞と共起するにもかかわらず､形容詞の
構文的機能により､意味が異なるのであろうか｡この点は､形容詞の意味と｢装走｣｢述
走｣という2つの機能との関わりに起因する可能性があると考えられる｡
八亀(2008)では､形容詞の｢述語になる｣機能は､動詞の機能を補うものであり､｢規
定語になる｣機能は､名詞のさししめしを詳しくしたり限定したりする役割という点
で名詞の機能を補うものであるということを指摘している｡
そして､寺村(1991)では､いくつかの例の分析を通し､形容詞の装走と述走の違い
は何かという問題を提起し､日本語の形容詞が､一般に､物事の形状､性質､特徴を描
くものと､喜怒哀楽の感情を表すものに大きく分けられるという分類の分析から､形
状､特徴を描く形容詞は､連体修飾的に使われたときは､被修飾語である名詞の､他の
同種のものと比べての特徴を述べるのに(つまり範囲限定の品定めに)使われるのが
普通であるとしている｡文の述語としては､そのような使い方もあるが､たんにその
ときの話し手の対象､状況についての印象を表す言い方もあると指摘されている｡
また､日本語形容詞の装走と述定に関する量的な研究について､八色(2008)では､
それぞれのテクストタイプで､形容詞が中心的に担っている機能を以下のようにま
とめている｡
話し言葉-述語中心｡
新聞や評論的な文章-規定語中心｡
小説(会話文)-･話し言葉に近いが､倒置などがやや少なめになる｡
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小説(地の文)-話し言葉に比べ､規定語が多くなる｡
そして､寺村(1991)では､形容詞の文語について見られた連体形と終止形の区別
(貧しき:貧し)は､現代ではなくなり､かつての連体形は或る種の書き言葉､たとえば
新聞や書物､映画の題名などに時折見られはするが､一種の雅語であると見てよい
(｢古きよき時代｣など)と指摘されている｡
以上､形容詞の装走と述定に関する先行研究を挙げたが､しかし､量的にはそれほ
ど多くなく､そして､その2つの基本的な機能の違いについても詳しく述べられてい
ない｡また､本稿の中心となる形容詞｢軽い｣｢重い｣について､装走と述定をめぐる研
究も少ない｡
そこで本稿では､先行研究を踏まえたうえで日本語形容詞｢軽い｣｢重い｣について
調査することとした｡用例の収集には｢現代日本語書き言葉均衡コーパス｣を用い､
｢書籍｣､｢雑誌｣､｢新聞｣､｢教科書｣から収集した｢軽い｣｢重い｣に関する用例222例と
261例を考察対象とし､日本語形容詞｢軽い｣｢重い｣の意味から､それぞれ装走になる
が述走に転じ得ない､述走になるが転じて装走にならない場合を検討し､それぞれ何
例ずつあるかを調査する｡そして､軽重を表す対義形容詞である｢軽い｣｢重い｣に関し
て､装走と述走との相互転換ができるかどうかの場合がそれぞれ対応しているかと
いうことを考察し､その上で､この2つの機能の特徴を明らかにしたいと考える｡
2.装定と迷走を判断する基準
本稿は､形容詞の装定と述定の実態に基づき､｢軽い｣｢重い｣の装走と述定という2
つの機能を検討することが目的であるが､この2つの機能自体､これまでの先行研究
では､明確な判断の基準が示されていないことが問題となる｡ここで1つ確認してお
きたいのは､形容詞が述定として機能している場合である｡八色(2008)では､形容詞
が述走として機能している場合には､次の2つのタイプがあるということを指摘して
いる｡
1)このお菓子甘いよ｡
2)田中さんはやさしい人だよ｡
特に､2)の場合はなぜ装走ではなく､述定として機能していると判断するのか｡こ
の点は､八亀(2008)では､2)は形の上では名詞が述語になっている文であるが､実際
には､｢田中さんは｣という主語に対して､述語が与えている属性は｢人だ｣ではなく､
｢やさしい｣の部分であると指摘している｡そして､八亀(2008)では､このような名詞
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述語文というより形容詞述語文として扱ったほうがいいパターンを以下のようにい
くつか整理している｡
①被修飾名詞が旧情報である場合
②被修飾名詞が形式名詞である場合
③｢一思いをする｣｢～感じを受ける｣｢～気持ちがする｣というタイプ
(D｢一時がある｣という表現
⑤｢～ことになる｣という表現　　一
本稿では､八色(2008)で記述している五つのパターンから装走か述走を判断する
基準とする｡その上で､装走と述走とが同じ用例の中で相互言い換えできるかどうか
を判断し､分類して､また､｢軽い｣｢重い｣の意味からさらに分析検討するという順序
で考察を行う｡この方法で､｢軽い｣｢重い｣の装走と述走を模索したいと考える｡
3. ｢軽い｣｢重い｣の装定と述定に関する量的分布　　　　　　　　,
以上の装走と述定を判断する基埠を踏まえ､本節では､収集した用例について､量
的に｢軽い｣｢重い｣の装走と述走という2つの機能を検討する｡
まず､表lと表2はコーパス内の用例中､｢軽い｣｢重い｣が装定と述走として使われた
用例数をそれぞれ示したものである｡この表1と表2からは､｢軽い｣｢重い｣両方とも文
中で､装走として使われる場合が述走より使われる場合のほうが倍ほど多いことが
わかる｡
表l ｢軽い｣の装定･述定
合計 
装定 ?S?
述定 都"?
表2 ｢重い｣の装定･述定
合計 
装定 ?cB?
述定 涛r?
続いて､表3と表4では､｢軽い｣｢重い｣に関する装走と述走との相互転換についての
量的な分布を示した｡この2つの表から分かるように､｢軽い｣｢重い｣に関する装走と
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述走との相互転換については､両方とも転じ得る場合が一般的であると言えるだろ
う｡
表3 ｢軽い｣における装定･述定転換の可否
装定-述定 偸?ほ?.?
転じ得る場合 ???8 
転じ得ない場合 梯?3?4 
表4 ｢重い｣における装定･述定転換の可否
装定-述定 偸?ほ?.?
転じ得る場合 ?Cb?5 
転じ得ない場合 ??12 
4, ｢軽い｣｢重い｣の意味から見た装定と述定の違い
3節においての量的な傾向を踏まえ､本節では収集した用例から､｢軽い｣｢重い｣と
それぞれ共起する名詞､及びその文脈において｢軽い｣｢重い｣が表す意味を考察する｡
特に装定になるが述定に転じ得ない場合と､述走になるが転じて装定にならない場
合では､｢軽い｣｢重い｣がそれぞれどんな意味的な特徴を持つのかを明らかにしてい
きたいと思う｡
4- 1.装定になるが述定に転じ得ない場合
共起する名詞全体と比べてみると､｢軽い｣は行為･動作､或いはその意味を表す名
詞と共起する用例が多く見られた｡品詞から見れば､サ変動詞として使われ得る名詞
のほうが多い｡この場合､｢軽い｣は(1)～(4)の例から分かるように､｢あまり負担にな
らず､本格的でない｣という意味を表す｡
(1)飛行機の中で軽い食事を済ませると､松井選手は仮眠をとろうと努めた｡
(2) 1日30分間の軽い体操や､1万歩の散歩でもいい｡
(3)｢-だって､てっきり軽い家出だと思って､父さん達の使いのものに``いない''っ
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て言っちゃったんだもん｣
(4)軽い睡眠を得られる鎮静薬は､その量が多すぎたり､患者がその薬に過敏に反応
してしまった-
(5)これは本能的なもの｡空手なら寸止め制や､軽いコンタクト､ポイント制のルー
ルの試合だと肉体が感じる恐怖として実感しにくいかも-
｢軽い｣に対して､｢重い｣は､装定になるが述走に転じ得ない用例が少ないことに起
因するかもしれないが､共起する名詞についてあまりある種の意味が見られなかっ
た｡例えば以下の例のように､具体的な病気の名前と共起し､｢ひどい｣という意味を
表す用例､｢感じ｣や感じに関する名詞と共起し､｢圧迫感がある､肉体的､或いは精神
的に重く感じる｣という意味を表す用例などがあった｡
(6)鈍く重い炸裂感を拳に伝えて､手ごたえは確かだった｡
(7)耳たぶが普段よりずっと重い感じがして､それが何だか嬉しかった｡
(8)鈍く重い痛みが､首筋から頭と背中に広がっていた｡目をぎゅっと閉じて､じっ
と耐えていた｡
(9)伝道者は肉体の病をいやすことができるばかりでなく､罪という重い皮膚病か
ら心を清めてくださるいやし主に､罪人を導くことができる｡
(10)｢重い風邪だと思う｡早く医者に診せなきゃ､肺炎になって-
4-2.述定になるが装定に転じ得ない場合
4-1の場合の用例と比べて見ると､｢軽い｣でも｢重い｣でも､述定になるが装走に転
じ得ない場合の用例が少ない｡共起する名詞のある種の意味的な傾向が見られない｡
(ll)背負われているせいなのか､身も心もひどく軽く､温かかった｡
(12)この残りダレをご飯にかけて食せば3杯は軽い｡
(13)おまけに､頭もズッシリ重く､ときには頭痛も-｡
(14)-必要もないし｣そう言って華奮な肩を落とした｡まるで自分の夢が耐えられ
ないほど重いかのように｡
ただし､ここで転じ得ないことを解釈するには､先行研究の寺村(1991)で､形状､特
徴を描く形容詞は､連体修飾的に使われたときに､被修飾語である名詞の､他の同種
のものと比べての特徴を述べるのに使われるのが普通であるという指摘で説明でき
る｡特に､装走になる用例と比べて見ると､｢軽い｣｢重い｣は｢ある範囲以内に他の同種
のものと比べ､物理的､肉体的或いは精神的な程度｣を表す時､装走になるのは普通だ
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4- 3,意味から見た｢軽い｣｢重い｣に関する袈定と迷走の対応性
軽重を表す対義形容詞として､｢軽い｣｢重い｣に関する装走と述走の対応する場合
については､以下の例から分かるように､意味的に対応する場合は大抵｢軽い｣も｢重
い｣も同様に転換が可能である｡
(15)軽と土壁に人を乗せ:水平方向に力を加えて箱を動き出させるには､少なくとも
(16)手をザラザラにして､毎朝重い荷物を肩に掛け､魚の行商に出掛けていった｡
(15)ど(16)の｢軽い箱｣と｢重い荷物｣の｢軽い｣と｢重い｣は､｢物理的な重さ｣を表し､
述走に転じても､同じ意味で通じる｡
(17)このように責任の軽と者に､みずから会社の経営にあたらせる必要はない｡
(18)かなり責任の重と仕事にちがいない｡　　　　　,
(17)ど(18)の｢責任の軽い者｣と｢責任の重い仕事｣の｢軽い｣と｢重い｣は､それぞれ
｢(責任や任務などの)重大性｣を表し､装走に転じても､同じ意味で通じる｡
ただし､以上の一般的な場合に対して､｢軽い｣｢重い｣は以下の例のように､｢気持
ち｣｢話｣などと共起する時に､対応しない特別な場合もある｡
(19)｢恋人｣というものにつながる感情とは違っていた｡といって､｢遊び｣という堅
い気持ちとも､また違う｡
(20)せっかく外にむかって働けるようになったのに､とセラピスト自身も気持ちは
重と｡
上で述べたように｢軽い気持ち｣の中の｢軽い｣は｢あまり心に圧迫がなく､種度の少
ない｣という意味を表しているが､言い換えて｢気持ちが軽い｣としたとき､｢軽い｣は
｢軽快である｣という意味になる｡これに対して､｢重い気持ち｣と｢気持ちが重い｣の中
の｢重い｣は両方とも｢晴れ晴れとせず､落ち込む｣という意味を表す｡
(21)-美学に埋め尽くされた重厚な世界で､現在メインの連中は可愛らしくて明る
くて軽と二重が一番-という雰囲気です｣
(22)若林の話は重いし暗いが面白かった｡
例のように､｢軽い話｣の｢軽い｣は｢軽薄な｣｢気軽な｣｢あまり内容がない｣などの意
味を表しているが､｢話が軽い｣に転じると､｢軽い｣は｢あまり内容がない｣という意味
になる｡これに対して､｢重い話｣と｢話が重い｣の中の｢重い｣は両方とも｢内容があり､
70 軽重を表す形容詞｢軽い｣｢重い｣の装定と述走について
気軽でない｣という意味を表している｡
5. ｢軽い｣｢重い｣から見た形容詞の装定と述定の特徴
以上の考察を踏まえた上で､軽重を表す対義形容詞｢軽い｣｢重い｣の装定と述走か
ら一般的な形容詞の装走と述走の特徴を考えよう｡
先行研究で､装走については､｢潜在的｣､｢内在的な性質や属性｣､｢限定的修飾｣など
が装定の一般的な特徴だと説明ざれているが､これに対して､述走については､｢一時
的｣｢外在的なあり方｣｢説明的修飾｣などと説明されている｡以下の例から分かるよう
に､形容詞の装定では､すべてが限定的であるとは言えず､非限定的で､説明的修飾を
表す場合もある｡
(23)眼をぎゅっとつむり､五十数えた｡軽い足音があわてて散ってゆき､静かになっ
て-
(24)買ったものの今まで読まずにいたが､セールス側の手口を研究しようという軽
い気持ちで読んでみたら､これが隠れた名著であった｡
(25)江間は仕方なく煙草をポケットに戻した｡重と星を引きずって刑事部屋を横切
り-
(26)-あなたを､逮捕しなければなりませんね｣ピェ-ルは､重と童で言ったが､す
ぐ続けて-
しかし､本稿では､この非限定的､説明的修飾という特徴は装走の個別的な特徴で
あるか､などについてまだ説明できない｡今後の課題として模索したいと思う｡
6.まとめと今後の課題
以上､本稿では､日本語形容詞｢軽い｣｢重い｣の装走と述走という2つの構文的機能
の違いを､それぞれ同じ文脈の中で相互転換ができるかどうかを考察することで検
討した｡結果､｢軽い｣は装定として使われ､行為･動作あるいはその意味を表す名詞と
共起して｢あまり負担にならず､本格的でない｣という意味を表す場合には､一般的に
述走としては使われない｡それに対して､｢重い｣は特に一定の意味的な傾向が見られ
なかったが､具体的な病気の名前と共起し､｢ひどい｣という意味を表す場合､｢感じ｣
や感じに関する名詞と共起し､｢圧迫感がある､肉体的､或いは精神的に重く感じる｣
という意味を表す場合などには､一般的に述定に転じ得ないことを明らかにした｡さ
らに､日本語形容詞｢軽い｣｢重い｣の装走と述走から形容詞の装走と述走の一般的な
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特徴を考え､特に日本語形容詞の装走には全部限定的修飾ではなく､説明的修飾も含
んでいることを指摘した｡
今後は日本語形容詞の装走について､非限定的､説明的修飾が装走の特徴にある位
置づけを究明しだいと考える｡
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